






























































ラ2 そうですね，えー と，う}ん，将来.何をす，するつもりか， ・ (うー ん，まあね，えー とー )
機械の工学部ー で，うー ん， ・・何を，何，ん』になりたいか，ときい，
ロ2 =んー それはまだ決まってないけど，なにか，でもー ，先聾によると，なにー ， 4年生のときー ，
いろいろの仕事，ん-，できるかも，しー れないけど，それは，ん，まだわかりません。
ラ3 そうですか。と，んー と，将来，ん}何歳ぐらい，ご結婚，したい・・
ロ3 んー ，まあ，早すぎるとは， 2 5歳ぐらい，かもしれない。
ラ4 =おー そうですね，早いね。でも.相手ー ，まだー .
ロ4 =ん}まだ決まってないです。
ラ5 おー そうですか。
んー もしかしたらー ，ご結婚をしたらー ，何人子供を，欲しい， (んー )ですか。
ロ5 んー， ・・それはたぶんI 5人かなー 。
ラ6 あ，やっぱり。 5人ですか。
・・んー ，えー と， ・・今まで，なんか一.悩みごとがー ，ありますか。・・ (んー )勉強の中で，
一番苦しいなこと。
ロ6 んー ，それはなにか，先生の何，あの，授業はー ，授業の説明は，いつもわからない，
だから，それは，ちょっとむずかしいですね。
ラ7 んー ，そうですねー 。えー とー ，んー 別に関係ありません，ー 番，行きたいところはどこですか。













ラ13 こー ，こわ， くない?
ロ13 うん，こわくない。
ラ14 そうですか。えーと，あこがれ，ひとに会いたい，維と。一番あこがれひと，誰か会いたい，将来。


















































フ7 =なんかー，ラさんの考え方は，日本で，敬老ひ-についてですねー，んー， (んー )
・・どうと思いますか。
ラ7 S-，やっぱりー，日本で，け一，敬老ひーは，んー， ・・いいと思うけどー， ・・ん-



































ラ11 ' rすー世話jは， rせわJの始めの子音をかなり長〈延ばしていたものである。
































フ1 ん一，岩手県ですねー。 s-なんかー ， ・・あそこで，なんでいうかな-，私のー，一番ー，
いい友達はー，なんかー勉強しています。あのなんか}岩手大学で。

















フ17 =たぶんやりたいですねー，なんかー.だいたい， sー なんかー，新婚，ひとびとはー，なんかー，







































































































































































































































































































































































































ぱりJと使い分けるほか，ラ 4，6， 1 6にみられるように，相手のことばのおうむ返し














































前の話題に戻ったりはしているものの，ロ 12からロ 16までと ロ16からロ23まで
はそれぞれ「旅行の費用Ji新婚旅行Jでまとめられ，長めの「内容まとまりJが二つ続
いている。 i旅行の費用」の長さは受け手側の「説明追加」という協力によるところが大
きく， i新婚旅行Jの長さはインタピュアが次々に追求質問を出しているところによる。
このインタピュアの特徴としては，インタピュー lのインタピュアと同じく，あいづち
の種類が多いことが挙げられる。 iそうですかJiそうですねJiわかりましたjのほ
か，ロ9，1 6のおうむ返しがある。ロ5，14，21と「聞き返しJが多いことと，ロ
1 8で「助けJを行なっていることも，相手の発話への興味を示すものとして評価でき
る。またこの話者は， iあいづち」とも「聞き返しJとも似ているが少し異なる， i確認
質問」を行なっている。これは相手の行なった回答について自分なりの解釈を行ない，そ
れを相手に確認するものである。あいづちよりも積極的に談話に参加している印とみなせ
るだろう。インタピユ-3の受け手の側の特徹としては，回答に条件や説明，理由などの
情報を付加しており，話を膨らませることに協力的である。フ9では，ロ9のやや長いお
うむ返しに対して， iそうそうJとあいづちを重ねたりもしている。
5-3 考察まとめ{仮説)
以上の考察から，次のような，いくつかの仮説を立てることができた。
インタピューの談話においては インタピュアから始まる「質問→回答→あいづちJと
いう発話の連続を基本バターンとみなしでもよいが，このパターンばかりが続くと単調な
感じを与える。このインタピュアの「あいづちJの部分が「追求質問Ji聞き返し」など
にとって代わられた変則的なパターンになると，話は盛り上がりを示す。 i確認質問Jも
話を盛り上げるのにさらに有効なものである。このさい，この発話の連続パターンをいく
つか含む，より大きな単位は，長くなる。別のパターンとして，インタピュアに始まる
i r確認→あいづちj→話題提示JJという形がある。この「確認→あいづちJの部分は
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一つではなく複数でもよい。このパタ}ンは次に来る「質問→回答→あいづち」の基本パ
タ}ンのための周到な前置きと考えられ，談話にインタピュアの強いコントロールが働
き， i質問」によって長いコメントを求める場合に有効である。
6 おわりに
以上，日本語学習者によるインタビューの談話の構造を検討し，記述してきた。
本稿では，資料に既成の枠組みをあてはめて分析するのではなく，資料そのものから浮
き出てくる特債をできるだけ忠実にとらえたい，というのが目的であった。そのため，単
位の設定に関して， i連続パターンJゃ「内容まとまりJという術語を仮に定めて使つ
た。今後，これらがいわゆる「瞬接ペアJや「話段Jの概念とどの程度一致し，どの程度
ずれがあるのか，という問題について， くわしく検討し論じる必要がある。これは.談話
の一般的な枠組みを作ることにもつながるであろう。そのためには，インタビュー以外の
談話および母語話者の談話についても分析を進めていかなくてはならない。
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